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向
こ
う
に
ま
た
山
と
言
っ
た
も

墳
は
共
通
点
が
あ
り
ま
す
。
そ

の
で
、
定
古
墳
群
や
大
谷
一
号

れ
は
、
寺
院
の
塔
な
ど
の
基
壇

墳
も
風
水
に
よ
る
築
造
と
考
え

を
築
く
の
に
、
石
を
垂
直
に
積

ら
れ
ま
す
。

み
、

段
の
平
面
を
版
築
工
法(

性

終
末
期
古
墳
の
時
代
は
、

概

質
の
異
な
る
土
を
交
互
に
叩
き

お
お
む

ね
飛
鳥
時
代
と
重
な
り
ま
す
が
、

締
め
る
工
法
）
で
造
っ
て
お
り
、

仏
教
伝
来
、
蘇
我
氏
の
台
頭
と

古
墳
の
外
護
列
石
も
同
様
な
も

り
、
備
中
へ
の
入
り
口
に
あ
た

大
谷
一
号
墳
は
、
三
段
の
方

滅
亡
、
朝
鮮
半
島
の
危
機
、
古

の
で
す
。

る
。
七
世
紀
の
北
房
は
交
通
の

形
墳
丘
部
と
二
段
の
方
形
檀
か

代
史
最
大
の
内
乱
と
言
わ
れ
る

こ
の
時
代
、
大
化
の
薄
葬
令

要
衝
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
」

ら
な
る
当
時
と
し
て
は
大
型
で

壬
申
の
乱
、
中
央
集
権
国
家
に

（
六
四
六
）
や
仏
教
が
終
末
期

大
谷
・
定
古
墳
群
の
国
史
跡

と
述
べ
て
い
る
。

立
派
な
古
墳
で
あ
り
、
副
葬
品

向
け
て
の
律
令
制
定
な
ど
、
激

古
墳
に
与
え
た
影
響
は
大
き
い

指
定
を
記
念
し
て
、
平
成
二
十

ま
た
、
少
し
想
像
を
交
え
て

も
金
銅
製
の
双
龍
環
頭
大
刀
や

動
の
時
代
で
あ
り
ま
し
た
。

と
言
え
ま
す
。

（
二
〇
〇
八
）
年
十
二
月
十
四

話
す
と
し
て
「
日
本
書
紀
に
よ

鏟
と
呼
ば
れ
る
斧
状
の
金
銅
製

当
時
の
北
房
を
考
え
て
み
ま

さ
ん

日
、
定
の
古
墳
調
査
を
担
当
し

れ
ば
、
五
六
二
年
、
大
伴
氏
が

品
な
ど
極
め
て
珍
し
い
も
の
で

す
と
、
吉
備
中
枢
（
総
社
平
野

た
岡
山
大
学
大
学
院
の
新
納
泉

百
済
を
支
援
す
る
た
め
出
兵
し
、

す
。

一
帯
）
の
後
背
地
に
当
た
り
、

教
授
が
講
演
さ
れ
た
。

戦
勝
記
念
に
高
句
麗
か
ら
宝
と

築
か
れ
た
の
は
七
世
紀
後
半

ま
た
出
雲
へ
も
近
く
、
畿
内
政

新
納
教
授
は
、
調
査
を
通
し

共
に
女
性
を
連
れ
帰
り
、
女
性

で
、
終
末
期
古
墳
と
呼
ば
れ
る

権
に
と
っ
て
、
吉
備
と
出
雲
を

て
こ
れ
ら
の
古
墳
が
西
日
本
ト

は
蘇
我
氏
へ
嫁
い
だ
と
い
う
。

時
期
の
も
の
で
す
。
終
末
期
古

掌
握
す
る
の
に
戦
略
的
適
地
で

ッ
プ
ク
ラ
ス
の
価
値
を
有
し
、

も
し
か
す
る
と
、
そ
の
一
人

墳
と
は
、
前
方
後
円(

方)

墳
を

あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
こ

七
世
紀
の
日
本
の
歴
史
を
考
え

が
北
房
へ
来
て
い
る
の
で
は
な

築
く
の
を
や
め
、
表
面
を
平
滑

の
こ
と
は
、
吉
備
に
お
け
る
終

る
上
で
、
さ
ら
に
評
価
が
高
ま

い
か
。
金
糸
な
ど
は
、
半
島
系

に
整
え
た
切
石
を
用
い
た
横
穴

末
期
古
墳
の
分
布
が
定
古
墳
群

る
だ
ろ
う
と
話
し
、
「
副
葬
品

の
ラ
ン
ク
の
高
い
人
物
の
物
で
、

式
石
室
（
定
北
古
墳
・
大
谷
一

に
集
中
し
て
お
り
、
北
房
の
地

も
非
常
に
特
徴
的
だ
。
朝
鮮
半

副
葬
品
と
一
致
す
る
。
」
と
述

号
墳)

や
、

墳
丘
を
何
段
か
の
石

が
他
の
地
に
は
見
ら
れ
な
い
畿

島
や
高
句
麗
の
農
具
、
畿
内
産

べ
て
い
る
。
北
房
の
古
代
は
、

列(

外
護
列
石)
で
飾
る
も
の
も

内
政
権
と
の
強
い
結
び
つ
き
を

の
土
師
器
な
ど
。
ま
た
、
蘇
我

実
に
熱
い
！

出
現
し
ま
す
。
北
房
の
定
古
墳

示
し
て
い
ま
す
。

氏
が
高
句
麗
か
ら
輸
入
し
た
も

群
と
大
谷
一
号
墳
も
そ
れ
で
す
。

さ
て
、
仏
教
は
次
第
に
精
神

の
を
基
に
作
っ
た
と
み
ら
れ
る

今
年
、
平
成
三
十
年

ま
た
、
七
世
紀
に
な
る
と
古

的
な
影
響
を
強
め
、
七
世
紀
の

※

四
月
十
二
日(

木)

の
講
演

双
龍
環
頭
大
刀
な
ど
も
あ
る
。
」

（
二
〇
一
八
年)

は
、

墳
の
築
造
場
所
を
風
水
の
思
想

終
わ
り
頃
に
は
、
地
方
の
有
力

会
の
総
社
市
埋
蔵
文
化
財
学

こ
の
様
な
極
め
て
特
異
な
古
墳

大
谷
発
掘
三
十
周
年

に
よ
っ
て
定
め
る
こ
と
が
行
わ

者
も
古
墳
の
築
造
を
や
め
、
寺

習
の
館
館
長
平
井
典
子
先
生

が
な
ぜ
北
房
の
地
に
集
中
し
て

大
谷
・
定
古
墳
群

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
背
後

院
を
建
立
す
る
よ
う
に
な
り
ま

の
お
話
か
ら
そ
の
一
部
を
紹

築
か
れ
た
か
に
つ
い
て
、
「
畿

国
史
跡
指
定
十
周
年

に
山
が
あ
り
、
前
方
に
川(

水)

、

し
た
。

介
し
ま
し
た
。

内
か
ら
出
雲
へ
抜
け
る
道
が
通

そ
の
向
こ
う
に
平
野
、
平
野
の

こ
の
寺
院
建
築
と
終
末
期
古

荒
木
山
通
信

２０1８年４月

第２号

荒木山の古墳

を顕彰する会

北
房
の
古
代
が
熱
い
！

北
房
歴
史
講
演
会

「
大
谷
一
号
墳
と

そ
の
時
代
」

○祝



- 2 -

三
月
三
十
日
（
金
）

と
の
見
解
が
出
さ
れ
る
な
ど
、

一
三
：
三
〇
～
一
六
：
〇
〇

被
葬
者
は
六
七
九
（
天
武
天
皇

立
木
の
伐
採
・
片
付
け

八
）
年
に
吉
備
で
病
死
し
た
と

（
会
員
他
一
三
名
）

日
本
書
記
が
記
す
吉
備
大
宰
石

時
の
流
れ
は
速
く
、
は
や
四

四
月
十
二
日
（
木
）

川
王
が
最
有
力
で
あ
る
と
の
見

月
も
終
わ
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

一
三
：
三
〇
～
一
五
：
〇
〇

解
が
共
有
さ
れ
た
。

一
月
二
十
五
日
の
総
会
で
、

北
房
歴
史
講
演
会

そ
こ
で
、
こ
の
古
墳
が
地
方

平
成
三
十
年
度
の
活
動
計
画
が

《
会
場
：
北
房
文
化
セ
ン
タ
ー
》

の
一
有
力
者
の
墓
で
は
な
く
、

承
認
さ
れ
、
二
月
十
七
日
の
役

演
題
「
大
谷
一
号
墳
と

吉
備
大
宰
石
川
王
の
墓

員
会
で
年
度
前
期
の
実
施
計
画

そ
の
時
代
」

昭
和
六
十
三
年
（
一
九
八
八
）

で
あ
る
と
の
表
札
を
掲

が
決
ま
り
、
会
員
三
十
七
名
で

講
師

総
社
市
埋
蔵
文
化
財

年
の
大
谷
一
号
墳
発
掘
調
査

げ
る
こ
と
を
提
唱
し
た

活
動
を
始
め
て
い
ま
す
。

学
習
の
館

館
長

(

第
一
次
）
か
ら
、
今
年
で
三

い
。

三
月

三
日
（
土
）

平
井
典
子

先
生

十
年
を
迎
え
た
。
北
房
町
で
は
、

こ
こ
で
改
め
て
、
そ

一
三
：
三
〇
～
一
六
：
〇
〇

（
参
加
者

当
時
町
史
の
編
纂
中
で
、
そ
の

の
根
拠
と
さ
れ
る
事
柄

柴
掻
き
・
掃
除
作
業

五
四
名
）

原
始
古
代
の
執
筆
者
で
あ
っ
た

を
概
略
列
挙
し
て
み
る
。

（
会
員
一
四
名
）

平
井
勝
氏
は
、
大
谷
一
号
墳
が

①
古
墳
が
単
独
で
築
か

三
月
十
七
日
（
土
）

切
石
積
の
石
室
で
あ
り
、
墳
丘

で
被
葬
者
に
つ
い
て
六
ペ
ー
ジ

れ
、
追
葬
が
な
さ
れ
て
い
な

一
三
：
三
〇
～
一
六
：
〇
〇

の
列
石
が
段
を
な
し
て
い
る
こ

に
わ
た
り
記
述
し
、
吉
備
大
宰

い
こ
と
。

立
木
の
伐
採
・
片
付
け

と
な
ど
か
ら
、
七
世
紀
に
お
い

が
葬
ら
れ
た
可
能
性
に
言
及
し

正
面
五
段
の
方
丘
を
版
築
を

（
会
員
一
一
名
）

て
県
内
に
類
例
の
な
い
古
墳
で

た
。
ま
た
、
平
成
七
（
一
九
九

も
っ
て
築
い
て
い
る
こ
と
な

四
月
下
旬

あ
る
と
語
り
、
「
こ
の
古
墳
を

五
）
年
に
は
「
終
末
期
古
墳
と

ど
か
ら
、
在
地
の
首
長
で
は

機
関
誌
「
荒
木
山

調
査
し
な
い
と
、
北
房
の
古
代

大
谷
一
号
墳
―

被
葬
者
は
吉
備

な
く
一
代
限
り
の
高
位
・
高

通
信
」
第
二
号
発
行

は
書
け
な
い
。
」
と
話
し
た
。

大
宰
か
―

」
と
題
す
る
シ
ン
ポ

官
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
時
の
調
査
は
、
石
室
及
び

ジ
ュ
ー
ム
が
開
催
さ
れ
、
平
井

②
極
め
て
丁
寧
に
加
工
さ
れ
た

な
お
、
五
月
か
ら
真
庭
市
の

墳
丘
の
規
模
、
構
造
の
概
要
を

氏
の
ほ
か
、
近
藤
義
郎
・
猪
熊

切
石
積
石
室
は
、
奈
良
県
の

公
民
館
講
座
が
始
ま
り
、
荒
木

求
め
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
調

兼
勝
・
門
脇
禎
二
と
い
っ
た
、

岩
屋
山
古
墳
の
十
分
の
七
の

山
の
古
墳
測
量
調
査
な
ど
の
活

査
の
結
果
は
極
め
て
貴
重
な
成

著
名
な
研
究
者
が
そ
れ
ぞ
れ
の

相
似
形
で
あ
る
こ
と
。

動
に
本
会
も
協
力
す
る
こ
と
に

果
を
も
た
ら
し
、
北
房
の
古
代

持
論
を
展
開
し
た
。
そ
の
中
で

ま
た
、
唐
尺
を
用
い
て
い
る

し
て
い
ま
す
。

史
を
飾
る
こ
と
と
な
っ
た
。

は
、
「
壬
申
将
軍
の
一
人
で
あ

可
能
性
が
高
い
こ
と
な
ど
か

ま
た
、
八
月
に
は
公
民
館
講

中
で
も
、
被
葬
者
に
つ
い
て

っ
た
吉
備
大
宰
石
川
王
の
死
に

ら
、
設
計
図
や
技
術
者
が
畿

座
で
視
察
研
修
も
予
定
さ
れ
て

は
、
大
き
な
関
心
が
寄
せ
ら
れ

際
し
、
畿
内
政
権
が
贈
っ
た
の

内
か
ら
贈
ら
れ
た
と
も
考
え

い
ま
す
。

た
。
平
井
氏
は
、
調
査
報
告
書

が
大
谷
一
号
墳
で
あ
ろ
う
。
」

ら
れ
る
。

今
年
度
前
期
の
活
動

大
谷
一
号
墳
に
表
札
を

！

―

吉
備
大
宰

石
川
王
墓

―

荒
木
山
の
古
墳
を
顕
彰
す
る
会

代
表

久
松

秀
雄

〔立木の伐採や片付け〕３月３０日

【シンポジュームの案内チラシ】
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③
古
墳
か
ら
約
三
百
メ
ー
ト
ル

致
す
る
。

で
き
た
の
は
、
天
皇
や
皇
族
、

の
権
威
を
示
す
儀
仗

東
、
谷
の
入
り
口
あ
た
り
に

⑤
定
古
墳
群
は
、
川
を
隔
て
た

及
び
権
力
執
行
機
関
を
担
う

か
も
知
れ
な
い
金
銅

大
宰
の
地
名
（
元
禄
検
地
帳
）

東
側
の
山
に
連
続
し
て
五
基

高
位
・
高
官
な
ど
、
一
部
の

製
品
な
ど
、
高
位
の

が
あ
り
、
古
墳
と
の
関
係
が

築
か
れ
て
お
り
、
大
谷
一
号

有
力
者
に
限
ら
れ
て
お
り
、

人
物
に
か
か
わ
る
副

想
定
さ
れ
る
。

墳
と
同
系
列
と
は
考
え
づ
ら

地
方
で
は
中
央
か
ら
派
遣
さ

葬
品
が
出
土
し
た
。

④
日
本
書
紀
が
記
す
吉
備
大
宰

い
。

れ
た
大
宰
が
相
当
す
る
。

と
古
墳
築
造
時
期
が
ほ
ぼ
合

⑥
七
世
紀
後
半
に
古
墳
を
築
造

⑦
金
銅
装
の
環
頭
大
刀
、
大
宰

悲
痛
な
広
瀬
中
佐
の
歌
、
そ
ん

年
を
過
ご
し
た
学
校
は
今
閉
校

な
記
憶
が
甦
る
。
工
作
で
は
、

と
な
り
、
新
し
く
北
房
小
学
校

飛
行
機
も
作
っ
た
。

の
統
合
校
が
生
ま
れ
た
。
喜
ぶ

戦
局
が
好
転
し
な
く
な
っ
た

べ
き
か
、
悲
し
む
べ
き
か
。

十
九
年
に
な
っ
て
も
神
風
が
吹

今
や
往
時
の
少
年
は
八
十
歳

本
会
は
、
平
成
二
十
八
年
二

桜
が
満
開
の
昭
和
十
六
年

の
守
り
に
つ
い
て
い
た
。

く
こ
と
を
信
じ
て
疑
わ
な
か
っ

を
越
え
、
千
七
百
年
昔
の
荒
木

月
発
足
以
来
、
度
々
現
地
に
立

四
月
八
日
、
一
人
の
少
年
が

荒
木
山
に
沿
っ
た
陰
地
道
を

た
。
し
か
し
、
二
十
年
八
月
十

山
東
古
墳
の
目
覚
め
を
待
ち
乍

ち
入
り
、
古
墳
の
景
観
整
備
の

お
ん

じ

な
が

こ
の
年
か
ら
国
民
学
校
と
名

郡

神
社
に
参
り
戦
勝
を
祈
願
し

五
日
、
「
忍
び
難
き
を
忍
び
‥
」

ら
、
自
ら
歩
ん
で
き
た
道
を
懐

た
め
、
伐
木
、
柴
掻
き
な
ど
を

こ
お
り

を
変
え
た
水
田
国
民
学
校
に

農
繁
期
に
は
出
征
兵
士
の
家
を

と
い
う
天
皇
陛
下
の
玉
音
放
送

し
く
振
り
返
る
の
で
あ
る
。

行
っ
て
き
ま
し
た
。

入
学
し
た
。
校
門
を
入
る
と

訪
ね
て
田
植
え
や
稲
刈
り
の
勤

を
聴
い
て
、
少
年
た
ち
の
心
は

※
水
師
営
の
会
見
：
一
九
〇
五
年
、

活
動
に
つ
い
て
は
、
地
権
者

右
手
に
楠
公
の
騎
馬
像
と
奉

労
奉
仕
に
汗
を
流
し
た
。

動
転
し
た
。
信
じ
ら
れ
な
い
こ

日
露
戦
争
中
の
旅
順
攻
防
戦
の

を
は
じ
め
地
域
の
皆
さ
ん
に
深

安
殿
が
あ
っ
た
。

毎
日
の
登
校
時
は
校
門
五
十

と
が
起
こ
っ
た
の
で
あ
る
。

停
戦
条
約
が
締
結
さ
れ
る
。

い
ご
理
解
と
温
か
い
ご
協
力
を

こ
の
年
、
十
二
月
八
日
大

米

手
前
か
ら
歩
調
を
と
り
、
校

教
室
で
は
、
昨
日
ま
で
使
っ

日
本
側
は
乃
木
大
将
、
ロ
シ

戴
い
て
お
り
ま
す
こ
と
に
、
心

メ
ー
ト
ル

東
亜
戦
争
が
始
ま
り
、
真
珠

庭
に
立
て
ら
れ
て
い
る
ル
ー
ズ

て
い
た
教
科
書
が
軍
国
主
義
だ

ア
側
は
ス
テ
ッ
セ
ル
中
将
。

よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

湾
攻
撃
の
戦
果
に
沸
き
立
っ

ベ
ル
ト
、
チ
ャ
ー
チ
ル
、
蒋
介

と
し
て
墨
で
真
っ
黒
に
塗
り
つ

次
に
、
関
係
地
権
者
の
お
名

た
。
校
庭
で
は
勇
ま
し
い
太

石
の
藁
人
形
を
竹
槍
で
突
き
刺

ぶ
さ
れ
て
い
っ
た
。
民
主
主
義

前
を
掲
げ
、
感
謝
の
意
を
表
し

鼓
で
満
蒙
開
拓
団
が
送
ら
れ

し
て
か
ら
教
室
に
入
っ
た
。

の
時
代
に
な
っ
た
。

ま
す
。

た
。

日
本
の
歴
史
や
修
身
で
は
、

少
年
が
二
十
二
年
に
卒
業
す

大
柳
幸
恵
様
・
宮
本
慎
介
様

二
年
生
の
春
、
そ
の
少
年

神
武
天
皇
の
東
征
、
ヤ
マ
タ
ノ

る
と
同
時
に
、
国
民
学
校
は
再

城
﨑

進
様
・
増
田
豊
子
様

は
上
水
田
校
に
転
校
し
、
新

ヲ
ロ
チ
退
治
、
木
口
小
平
の
ラ

び
小
学
校
に
変
わ
り
、
エ
レ
メ

工
藤
敬
二
様
・
大
柳

満
様

し
い
友
達
を
つ
く
っ
た
。
四

ッ
パ
、
養
老
の
滝
、
乃
木
大
将

ン
タ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
と
英
文
の

森
脇
寿
美
恵(

故
増
田
豊)

様

百
人
の
全
校
生
は
「
一
億
一

の
水
師
営
会
見
、
「
杉
野
は
何

表
札
が
掲
げ
ら
れ
た
。

城
﨑

顕
外
一
名
様

い
ず

心
」
の
掛
け
声
の
下
に
銃
後

処
、
杉
野
は
居
ず
や
」
と
歌
う

少
年
が
戦
時
中
と
戦
後
の
一

こ

或
る
少
年
の
回
想

荒
木
山
の
古
墳
を
顕
彰
す
る
会

顧
問

戸
村

彰
孝

【昭和２１年度の卒業写真】

玄関に英文表記の表札が

【大谷一号墳出土の

鏟形金銅製品】
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の
特
徴
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
東
塚
は
、
後

方
部
が
後
に
削
ら
れ

か
ね
て
か
ら
市
に
要
望
し
て

況
を
調
査
す
る
こ
と
が
で
き
、

グ
リ
ー
ン
タ
ウ
ン
の
在
る
北

て
お
り
、
本
来
は
現
在
よ
り
段

い
ま
し
た
、
荒
木
山
の
東
塚
、

荒
木
山
古
墳
の
解
明
に
大
き
く

コ
ー
ス
か
ら
で
も
、
常
井
池
西

差
は
大
き
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
、

西
塚
古
墳
の
測
量
が
十
一
月
か

近
づ
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

側
の
空
き
地
へ
駐
車
し
て
の
南

こ
れ
も
初
期
構
造
を
示
す
要
件

ら
始
ま
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

コ
ー
ス
か
ら
で
も
十
分
も
上
れ

で
す
。

本
年
度
は
東
塚
を
、
来
年
度

測
量
に
参
加
を
！

ば
、
東
塚
と
西
塚
の
中
程
へ
着

に
西
塚
を
行
う
こ
と
と
な
り
ま

調
査
期
間
は
約
一
週
間
の
予

き
ま
す
。

す
。
東
塚
は
、
三
世
紀
末
か
ら

定
で
す
が
、
こ
の
間
多
く
の
手

今
回
は
、
前
方
後
方
墳
の
東

中
世
の
山
城
と
し
て
使
わ
れ
た

四
世
紀
初
頭
に
築
造
さ
れ
た
前

伝
い
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
興

塚
を
ご
案
内
し
ま
す
。

と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

方
後
方
墳
で
、
備
中
地
方
で
は

味
の
あ
る
方
は
ど
な
た
で
も
参

墳
丘
の
大
き
さ
は
、
全
長
が

次
号
で
は
、
東
塚
と
山
城
の

数
少
な
い
形
式
の
古
墳
で
す
。

加
で
き
ま
す
。
多
く
の
参
加
を

四
十
五
メ
ー
ト
ル
で
、
そ
の
内

関
係
に
つ
い
て
ご
案
内
し
ま
す
。

一
方
西
塚
は
、
四
世
紀
に
築

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

我
々
が
上
っ
て
い
く
、
低
く
て

造
さ
れ
た
前
方
後
円
墳
で
す
。

北
房
振
興
局
、
ま
た
は
顕
彰

細
長
い
「
前
方
部
」
が
二
十
五

さ
て
、
埋
葬
施
設
が
埋
ま
る

古
代
、
こ
の
地
域
で
何
故
こ

会
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

メ
ー
ト
ル
。
幅
は
く
び
れ
部
で

「
後
方
部
」
の
頂
上
平
坦
部
は
、

の
よ
う
に
連
続
し
て
古
墳
が
築

八
メ
ー
ト
ル
、
先
端
で
約
十
六

長
さ
が
十
四
メ
ー
ト
ル
、
幅
十

造
さ
れ
、
ど
の
よ
う
な
人
物
が

メ
ー
ト
ル
で
す
。

一
メ
ー
ト
ル
で
、
墳
丘
の
大
き

埋
葬
さ
れ
た
の
か
、
古
代
ミ
ス

平
面
形
が
三
味
線
の
バ
チ
に

さ
か
ら
し
て
異
常
に
広
く
、
後

テ
リ
ー
の
解
明
に
少
し
で
も
近

似
て
い
る
こ
と
か
ら
「
バ
チ
型
」

に
削
ら

づ
く
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

と
呼
ば
れ
、
古
墳
時
代
初
期
の

れ
た
と

趣
旨
に
賛
同
し
、
入
会
を

調
査
に
当
た
っ
て
は
、
真
庭

形
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

考
え
ら

希
望
さ
れ
る
方
は
、
本
会
役

市
政
策
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
同
志

一
段
高
い
長
方
形
の
「
後
方

れ
る
こ

員
に
お
申
し
出
下
さ
い
。
そ

社
大
学
文
化
情
報
学
部
の
津
村

部
」
は
、
長
さ
が
二
十
メ
ー
ト

と
、
ま

し
て
、
入
会
時
に
年
会
費
三

宏
臣
准
教
授
を
中
心
と
し
た
グ

ル
、
幅
が
十
五
メ
ー
ト
ル
あ
り

た
周
囲

千
円
を
納
入
下
さ
い
。

ル
ー
プ
と
地
元
住
民
、
真
庭
市

ま
す
。

に
段
や

会
員
へ
は
、
当
会
の
活
動

の
三
者
で
行
わ
れ
ま
す
。

墳
丘
の
高
さ
は
、
前
方
部
の

溝
状
の

状
況
や
計
画
を
お
知
ら
せ
す

調
査
方
法
は
、
地
中
探
査
機

先
端
で
、
二
、
三
メ
ー
ト
ル
、

も
の
が

る
ほ
か
、
真
庭
市
が
開
催
す

や
ド
ロ
ー
ン
な
ど
の
ハ
イ
テ
ク

後
方
部
先
端
で
約
三
メ
ー
ト
ル

巡
っ
て

る
歴
史
関
係
の
講
演
会
な
ど

機
器
を
駆
使
し
て
、
古
墳
の
測

で
、
前
方
部
と
後
方
部
の
段
差

い
る
こ

も
ご
案
内
し
ま
す
。

量
は
も
と
よ
り
、
埋
葬
施
設
や

は
一
・
五
メ
ー
ト
ル
で
す
。
こ

と
な
ど

葺
石
な
ど
の
地
中
構
造
物
の
状

の
段
差
が
大
き
い
こ
と
が
初
期

か
ら
、

荒
木
山
を
訪
ね
て
（
そ
の
二
）

《
入
会
の
す
す
め
》

解
明
に
期
待
！

荒
木
山
の
古
墳

十
一
月
か
ら
調
査
開
始

【東塚古墳】前方部から後方部を望む。

【南コースの山道】

【常井池西側の駐車場】


